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新エネルギー関連技術の実用化へ新たな段階を迎える「あ
いち臨空新エネルギー実証研究エリア」（愛知県常滑市）

大
手
と
中
小
マ
ッ
チ
ン
グ

　
愛
知
県
の
２
０
１
１
年
度
の
予
算
案
は
、
大
村
秀

章
知
事
が
就
任
し
て
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
人
件

費
な
ど
義
務
的
経
費
中
心
の
骨
格
予
算
に
し
た
。
こ

の
た
め
産
業
支
援
の
施
策
に
は
ま
だ
大
村
知
事
の
意

向
は
盛
り
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
既
存
の
支
援
事
業
の

継
続
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

産
業
支
援
を
継
続

　
継
続
す
る
支
援
事
業
の
中

で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

技
術
の
実
用
化
を
目
的
と
し

た
研
究
拠
点
「
あ
い
ち
臨
空

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
研
究
エ

リ
ア
」

愛
知
県
常
滑
市

で
の
活
動
が
、
新
た
な
段
階

を
迎
え
て
い
る
。
こ
こ
で
実

証
実
験
を
進
め
て
い
る
企
業

と
、
そ
れ
ら
の
企
業
が
求
め

る
優
れ
た
金
属
加
工
技
術
な

ど
を
持
つ
中
小
企
業
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
会
を
３
月
に
初
め

て
同
拠
点
で
開
い
た
。
こ
れ

に
よ
り
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

技
術
の
研
究
を
加
速
さ
せ

る
。

　
同
拠
点
の
整
備
は

年
。

そ
れ
以
来
、
太
陽
光
発
電
や

風
力
発
電
な
ど
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
実
用
化
を
図
る
企
業

に
無
料
で
敷
地
や
施
設
を
貸

与
し
、
実
証
実
験
を
支
援
し

て
い
る
。
現
在
は
こ
の
エ
リ

ア
で
５
テ
ー
マ
の
実
証
実
験

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
実
証
実
験
を
進

め
て
い
る
企
業
は
大
手
企
業

が
中
心
。
マ
ッ
チ
ン
グ
会
に

は
大
同
特
殊
鋼
、
ア
イ
シ
ン

精
機
、
ニ
ッ
コ
ー
の
３
社
が

発
注
先
と
し
て
参
加
。
そ
れ

ぞ
れ
が
金
属
部
品
の
板
金
や

塗
装
と
い
っ
た
加
工
を
は
じ

め
、
求
め
て
い
る
技
術
を
事

前
に
提
示
し
、
こ
れ
を
受
け

る
形
で
腕
に
自
信
の
あ
る
中

小
企
業

社
が
参
加
し
た
。

　
研
究
中
の
大
手
企
業
に
と

っ
て
は
、
求
め
る
技
術
を
容

易
に
入
手
で
き
て
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
技
術
を
進
化
さ
せ

ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

一
方
中
小
企
業
に
と
っ
て
は

今
ま
で
取
引
の
無
か
っ
た
大

手
企
業
と
の
関
係
構
築
の
き

っ
か
け
に
も
な
る
。
同
県
で

は

年
度
も
同
様
の
マ
ッ
チ

ン
グ
会
を
開
く
方
針
だ
。

最
先
端
「
知
の
拠
点
」
始
動

基
礎
研
究
後
押
し

新エネ技術の研究拠点

製造業の発展に不可欠

名古屋と連携景気浮揚

新
知
事
就
任
で
県
政
に
変
革

当選会見で河村名古屋市長 と握手する大村知事

減
税
・
規
制
緩
和
柱
に

　
２
月
は
愛
知
県
に
と
っ
て

大
き
な
変
化
の
月
と
な
っ

た
。
河
村
た
か
し
名
古
屋
市

長
に
誘
わ
れ
て
愛
知
県
知
事

選
に
出
馬
し
た
大
村
秀
章
氏

が
、
１
５
０
万
強
の
大
量
得

票
で
当
選
し
た
た
め
だ
。
大

村
新
知
事
の
就
任
で
、
こ
れ

か
ら
愛
知
県
政
に
変
革
が
起

き
よ
う
と
し
て
い
る
。

◇

　
２
人
が
共
通
し
て
掲
げ
る

公
約
は
減
税
。
県
民
税
、
市

民
税
と
も
に

％
の
減
税
を

す
る
と
し
て
い
る
。
大
村
知

事
は
「
減
税
は
産
業
支
援
策

の
大
き
な
柱
。
名
古
屋
市
民

税
減
税
と
合
わ
せ
て
１
３
０

０
億
―
２
０
０
０
億
円
の
経

済
効
果
が
見
込
め
る
」
と
減

税
を
景
気
浮
揚
策
の
柱
に
位

置
づ
け
る
。
ま
た
土
地
開
発

の
規
制
緩
和
も
進
め
て
企
業

誘
致
を
加
速
す
る
考
え
で
、

「
愛
知
県
で
平
成
の
楽
市
楽

座
を
達
成
し
、
世
界
中
か
ら

人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
集
め

る
」

大
村
知
事

と
意
気

込
む
。

　
減
税
と
規
制
緩
和
を
進
め

る
と
同
時
に
、
今
後
は
名
古

屋
市
と
の
連
携
も
強
化
す
る

方
針
。
こ
の
た
め
愛
知
県
と

名
古
屋
市
が
連
携
し
て
共
通

の
課
題
を
検
討
し
た
り
施
策

を
推
進
し
た
り
す
る
組
織

「
中
京
独
立
戦
略
本
部
」
を

発
足
し
た
。
同
組
織
で
同
県

と
同
市
の
一
体
化
に
よ
る
二

重
行
政
の
無
駄
を
省
く
「
中

京
都
」
構
想
の
実
現
や
連
携

し
た
企
業
誘
致
な
ど
を
検
討

す
る
。
「
一
般
的
に
は
県
と

政
令
指
定
都
市
は
別
々
で
施

策
を
し
た
が
る
。
連
携
す
れ

ば
効
果
を
も
っ
と
大
き
く
で

き
る
は
ず
」

同

と
指
摘

す
る
。

　
今
ま
で
愛
知
県
は
自
動
車

産
業
を
中
心
に
製
造
業
が
盛

ん
で
、
経
済
状
況
は
安
定
し

て
い
た
。
こ
の
た
め
大
き
な

変
化
を
必
要
と
せ
ず
、
新
し

い
動
き
を
同
県
か
ら
発
信
す

る
こ
と
は
多
く
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
２
０
０
８
年
９
月

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降

は
景
気
が
後
退
し
、
安
閑
と

は
し
て
い
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
状
況
の
中
、

同
県
で
大
村
新
知
事
が
大
量

得
票
で
当
選
し
た
の
は
、
県

民
が
変
化
を
期
待
し
た
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
大
村
知
事
と
河
村
市
長
が

掲
げ
る
減
税
に
実
際
は
ど
の

程
度
の
景
気
浮
揚
効
果
が
あ

る
の
か
、
規
制
緩
和
で
企
業

誘
致
は
ど
れ
だ
け
増
や
せ
る

の
か
。
今
後
は
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
復
興
支
援
も
求
め

ら
れ
る
。
県
民
か
ら
の
期
待

も
大
き
く
、
真
価
は
こ
れ
か

ら
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　　 ２０１１年 平成２３年 ４月２２日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）

あ
い
ち
臨
空
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
実
証
研
究
エ

リ
ア
で
開
い
た
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
会

▲

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
技
術

の
実
証
実
験
の
支
援
は
、
実

用
化
に
近
い
段
階
で
の
研
究

開
発
を
後
押
し
す
る
も
の
。

一
方
、
基
礎
的
な
研
究
も
製

造
業
の
発
展
に
は
不
可
欠

だ
。
そ
こ
で
愛
知
県
が
整
備

を
急
い
で
い
る
の
が
、
基
礎

研
究
の
拠
点
と
な
る
「
知
の

拠
点
」
だ
。
愛
知
県
瀬
戸
市

と
同
豊
田
市
に
ま
た
が
る
同

拠
点
に
は
、
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ

ン
光
を
用
い
た
最
先
端
の
分

析
施
設
を
置
く
ほ
か
、
研
究

施
設
も
設
置
す
る
。
同
拠
点

に
お
い
て
基
礎
的
で
先
進
的

な
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
同

県
の
製
造
業
を
中
・
長
期
的

に
発
展
さ
せ
る
の
が
狙
い
。

　
同
拠
点
の
中
核
と
な
る
の

は
「
先
導
的
中
核
施
設
」
で

年
度
中
に
供
用
を
始
め

る
。
研
究
開
発
機
能
や
研
究

成
果
の
発
信
機
能
を
持
ち
、

シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
以
外
の

高
度
計
測
分
析
装
置
を
置

く
。
産
学
官
連
携
の
共
同
研

究
に
使
う
が
、
こ
の
施
設
に

置
く
計
測
機
器
は
一
般
の
企

業
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

　
先
導
的
中
核
施
設
の
隣
接

地
に
は
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光

を
用
い
た
分
析
施
設
を
整
備

し
、

年
度
に
供
用
を
始
め

る
。
Ｘ
線
吸
収
微
細
構
造

Ｘ
Ａ
Ｆ
Ｓ

法
を
使
っ
て

ほ
ぼ
す
べ
て
の
元
素
を
分
析

で
き
る
の
が
特
徴
。
波
長
が

短
く
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
強
い

と
さ
れ
る
硬
Ｘ
線
領
域
に
対

応
し
て
お
り
、
最
先

端
の
分
析
が
可
能

だ
。
先
導
的
中
核
施

設
と
隣
接
し
て
整
備

す
る
こ
と
で
、
連
携

効
果
を
発
揮
し
や
す

く
す
る
。

　
同
拠
点
整
備
に
伴

い
、
整
備
前
の

年

３
月
に
公
募
に
よ
り

重
点
研
究
を
３
テ
ー

マ
決
定
し
、
す
で
に

予
備
研
究
を
始
め
て

い
る
。
低
環
境
負
荷

型
次
世
代
ナ
ノ
・
マ

イ
ク
ロ
加
工
技
術
の

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
食
の
安
心
・
安
全

技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

超
早
期
診
断
技
術
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
三
つ
で
、

年

度
か
ら
は
同
拠
点
を
活
用
し

て
５
年
間
の
本
格
研
究
に
入

る
予
定
だ
。
重
点
研
究
を
進

め
る
こ
と
で
、
大
学
な
ど
研

究
機
関
が
持
つ
シ
ー
ズ
と
企

業
の
力
に
よ
る
製
品
化
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
。

　
知
の
拠
点
で
は
大
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
に
も
積

極
的
に
活
用
を
促
す
。
製
造

業
が
活
発
な
同
県
に
は
優
秀

な
中
小
企
業
が
多
く
あ
る
た

め
、
同
拠
点
の
活
用
で
県
全

体
の
産
業
の
さ
ら
な
る
活
性

化
が
図
れ
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。


